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【電　車】
　都営大江戸線
　　「豊島園」駅より徒歩１分

　西武池袋線
　　「豊島園」駅より徒歩３分

【バ　ス】
　（練 47）練馬駅北口⇄成増駅南口
　　「豊島園」バス停より徒歩１分

浄土宗 田嶋山 迎接院

TEL  03‐3993‐4604
FAX  03‐3993‐4607
URL  https://kojoin.jp/

〒176‐0001　東京都練馬区練馬 4‐25‐6

こうじょういん

アクセス

参道正面
左手前2番目の寺院  です。

九品院

林宗院

林宗院

称名院

受用院

仮宿院

宗周院

快楽院

得生院

本性院

迎接院

仁寿院

本尊は阿弥陀如来、脇侍に観音菩薩、勢至菩薩、
大黒天が安置されています。

内　陣

1989 年（平成元年）に落慶されました。扁額は
大本山増上寺 法主 中村康隆台下が揮毫された
ものです。

本　堂

2009 年（平成 21 年）、迎接院開山 350 年記念
事業として、奈良県吉野の樹齢 300 年の檜を
使用して落慶されました。

山　門

客　殿

広々とした空間の客殿には椅子席をご用意して
おります。四季折々の景色をお楽しみください。



　

田
嶋
山
迎
接
院
は
、
法
然
上
人
の
教
え

を
守
る
浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。
徳
川
家
康

の
命
令
で
小
田
原
か
ら
移
転
し
て
き
た
田

嶋
山
快
楽
院
誓
願
寺
の
塔
頭
と
し
て
、
一

六
六
一
年
（
寛
文
元
年
）
に
江
戸
浅
草
に

開
創
さ
れ
ま
し
た
。
開
山
は
清
蓮
社
久
譽

上
人
接
阿
浄
可
和
尚
、
開
基
は
迎
接
院
秀

譽
浄
閑
覚
翁
居
士
で
す
。
本
坊
誓
願
寺
は

当
初
、
神
田
白
銀
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、

幕
府
の
市
街
地
整
備
や
、
明
暦
の
大
火
な

ど
の
た
め
に
、
神
田
須
田
町
、
浅
草
へ
と

移
転
を
繰
り
返
し
ま
す
。
開
基
の
刀
根
忠

次
郎
為
景
は
、
伊
勢
商
人
を
先
祖
に
持
つ

豪
商
と
し
て
誓
願
寺
に
多
額
の
資
金
を
奉

納
し
た
こ
と
か
ら
、
住
職
の
求
め
に
応
じ

て
境
内
の
一
角
に
隠
居
所
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
隠
居
所
に
て
念
仏
を
行
じ
た

こ
と
、
さ
ら
に
逝
去
し
て
か
ら
菩
提
所
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
名
（
戒
名
）

を
も
っ
て
、
迎
接
院
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

誓
願
寺
の
各
塔
頭
は
有
力
な
外
護
を
持

ち
ま
し
た
。
迎
接
院
は
、
先
祖
が
伊
勢
商

人
と
い
う
伝
承
を
も
つ
多
く
の
檀
信
徒
に

外
護
さ
れ
、
旗
本
の
本
目
家
や
博
物
学
者

の
小
野
蘭
山
の
葬
地
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、
神
仏
判
然
令

の
公
布
、
そ
れ
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
廃
仏

毀
釈
運
動
な
ど
の
試
練
に
遭
い
、
各
塔
頭

は
独
自
に
存
続
の
道
を
切
り
開
か
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
一
九
二
三
年

（
大
正
十
二
年
）
の
関
東
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
本
坊
で
あ
っ
た
誓
願
寺
と
も
袂

を
分
か
ち
、
二
百
六
十
年
以
上
の
月
日
を

過
ご
し
た
浅
草
の
地
を
あ
と
に
し
て
、
練

馬
の
現
在
地
に
他
の
十
ヶ
寺
と
共
に
移
転
。

そ
れ
か
ら
百
年
近
く
の
時
が
経
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
、
歴
代
住
職
の
営
々
た
る
努

力
と
、
迎
接
院
を
支
え
続
け
た
檀
信
徒
と

縁
を
結
び
な
が
ら
、
今
日
に
法
灯
を
つ
な

ぎ
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
の
も
と
に

人
々
が
集
い
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

寺
院
を
め
ざ
し
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で

参
り
ま
す
。 こ

う
じ
ょ
う
い
ん


